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はじめに 

• 長期経済成長の重要性。 

• 所得が倍になるのに要する年数：年率１％→
７０年、３．５％→２０年、７％→１０年。 

• 第１節：経済成長とその決定要因を切り口と
して、世界のなかでのインド経済の特徴を明
らかにする。成長回帰分析（Growth 
Regression）の応用。 

• 第２節：制度と長期経済成長に関する研究の
紹介。 
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１ 長期経済成長からみたインド経済 

• 新古典派経済成長モデル。 

• 「絶対的収束」（Absolute Convergence）：各国
が初期値の如何にかかわりなく同じ定常状態
に収束する。 

• 「条件付き収束」（Conditional Convergence）：
貯蓄率・生産性・労働人口成長率で違いを持
つ国々が、初期値の資本労働比率の如何に
かかわりなく、それぞれの定常状態に収束す
る。 
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実証分析戦略（Empirical Strategy）： 

１．クロスカントリー（パネル）データを用いた成
長回帰分析（Growth Regression）を行う。 

２．成長回帰分析で示唆される経済成長率と経
済成長要因との関係（散布図）のなかに、イ
ンドの軌跡をプロットする。 

３．視覚的に、世界のなかのインド経済の特徴
をチェックする。比較の対象として、中国も取
り上げる。 
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 図表３ 変数の記述統計量 

 

資料）筆者作成。 

注１）WDI & GDF: World Bank, World Development Indicator & Global Development Finance, 

2012, and Polity IV: Center for Systemic Peace, Polity IV Dataset Version 2010, 2011. 

注２）データは、１９６０－６５年（２３）・１９６５－７０年（３９）・１９７０－７５

年（５９）・１９７５－８０年（６７）・１９８０－８５年（４８）・１９８５－９０年（５

６）・１９９０－９５年（５９）・１９９５－２０００年（６１）・２０００－０５年（１２

０）・２００５－２０１０年（１１９）の１０期間からなるアンバランスドパネルデータで

ある。括弧内は、観測数である。 

資料 平均 標準偏差 最小 最大
1人当たりGDP成長率 WDI & GDF 0.021 0.028 -0.078 0.139
1人当たりGDP(自然対数値) WDI & GDF 7.41 1.46 4.74 10.61
インフレ率 WDI & GDF 0.120 0.216 -0.043 2.224
政府消費比率(%) WDI & GDF 14.5 5.4 4.1 40.6
投資率(%) WDI & GDF 22.3 7.2 4.8 66.5
交易条件の変化率 Barro and Lee (1994), WDI & GDF -0.0003 0.055 -0.308 0.310
貿易開放度(%) WDI & GDF 70.2 48.3 8.4 431.0
合計特殊出生率 WDI & GDF 4.07 1.92 1.14 8.27
1/出生時平均余命 WDI & GDF 0.016 0.003 0.012 0.035
中学以上の平均就学年数 Barro and Lee (2012) 1.9 1.6 0.0 8.1

政体指標 Polity IV 6.1 3.4 0.0 10.0
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図表４ 一人当たり GDP成長率と一人当たり GDP（自然対数値） 

  

資料）筆者作成。 

 

 最小二乗法で両者の関係を推定してみると、以下のような結果が得られた。 

 

一人当たり GDP 成長率 ＝ 0.017*** ＋ 0.0005一人当たり GDP（自然対数値） 

                          (3.08)       (0.64) 
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-0.1

-0.05

0

0.05

0.1

0.15

0 2 4 6 8 10 12

世界

中国

インド

10 

The first conference: GIS-based Global History from Asian Perspectives (29-31 March 2014)



11 

図表５ 成長回帰分析の結果(被説明変数：1人当たり GDP 成長率) 

 

資料）筆者作成。 

注１）時間ダミーのレファレンスは、１９６０－６５年ダミーである。１９６５年ダミー

は１９６５－７０年ダミーを簡略化した表現である。時間ダミーの表記については、以下

同様である。 

係数 t値
1人当たりGDP(自然対数値) -0.0099864 -8.92 ***

インフレ率 -0.0146363 -3.32 ***
政府消費比率(%) -0.0006852 -3.61 ***
投資率(%) 0.0008134 5.50 ***

交易条件の変化率(%) 0.1063879 6.28 ***
貿易開放度(%) 0.0000580 2.68 ***
合計特殊出生率 -0.0062061 -5.88 ***
1/出生時平均余命 -2.3585640 -4.16 ***

中学以上の平均就学年数 -0.0047676 -1.76 *

(中学以上の平均就学年数)2 0.0008224 2.21 **

政体指標 -0.0025725 -1.75 *

(政体指標)2 0.0002269 1.68 *

1965年ダミー 0.0049519 0.84
1970年ダミー -0.0024577 -0.44
1975年ダミー -0.0044683 -0.80
1980年ダミー -0.0294873 -5.05 ***
1985年ダミー -0.0183362 -3.16 ***
1990年ダミー -0.0239336 -4.15 ***
1995年ダミー -0.0212395 -3.66 ***
2000年ダミー -0.0164464 -2.88 ***
2005年ダミー -0.0246789 -4.31 ***
定数項 0.1725384 9.68 ***
観測数 651

自由度修正済み決定係数 0.37
F値 18.86 ***
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図表６ 説明されない一人当たり GDP 成長率と一人当たり GDP（自然対数値） 

  

資料）筆者作成。 
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図表７ 説明されない一人当たり GDP 成長率とインフレ率 

  

資料）筆者作成。 
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図表８ 説明されない一人当たり GDP 成長率と政府消費比率(%) 

  

資料）筆者作成。 
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図表９ 説明されない一人当たり GDP 成長率と投資率(%) 

  

資料）筆者作成。 
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図表１０ 説明されない一人当たり GDP 成長率と交易条件の変化率(%) 

  

資料）筆者作成。 
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図表１１ 説明されない一人当たり GDP 成長率と貿易開放度(%) 

  

資料）筆者作成。 
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図表１２ 説明されない一人当たり GDP 成長率と合計特殊出生率 

  

資料）筆者作成。 
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図表１３ 説明されない一人当たり GDP 成長率と出生時平均余命の逆数 

  

資料）筆者作成。 
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図表１４ 説明されない一人当たり GDP 成長率と中学以上の平均就学年数 

  

資料）筆者作成。 
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図表１５ 説明されない一人当たり GDP 成長率と政体指標 

  

資料）筆者作成。 
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２ 制度と長期経済成長 
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Acemoglu, D., Johnson, S., & Robinson, J. A. (2001). The colonial origins 
of comparative development: An empirical investigation. American 
Economic Review, 91(5), 1369–1401. 
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Abhijit Banerjee and Lakshmi Iyer (2005), History, Institutions, and 
Economic Performance: The Legacy of Colonial Land Tenure Systems in 
India, The American Economic Review, Vol. 95, No. 4 (Sep., 2005), pp. 

1190-1213 
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おわりに 

• ベンチマークとしての新古典派経済成長モデ
ル 

 

• 条件付き収束と総要素生産性（TFP） 

 

• 制度と長期経済成長→空間と歴史の重要性 
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ご清聴有難うございました 

Email: takahirodevelop@gmail.com 
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